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  NPO 法人野生動物救護の会 

理事長 渡辺 優子 
 
 

皆様のご支援のおかげで、早いものでこの秋で 10 周年を迎えます。野生動物

救護の会は、神奈川県自然環境保全センターの傷病鳥獣保護ボランティア有志か

ら立ち上がった(現在は野生動物救護ボランティアに改名)NPO 団体です。代表を

務める私ですが、知識もない専業主婦です。前代未聞と感じています。そんな私

を支えてくれているのは、優れた理事とスタッフの皆様です。この 10 年間、野

生動物たちのために尽くしてくれているスタッフには感謝しております。野生動 

物を取り巻く環境は、10 年の間にも色々な変化が見られます。いろいろな問題

として、原発事故、鳥インフルエンザ、外来生物、温暖化、気候変動などがあり

ます。数を上げればきりがありません。当会が目指す目標で、「人間と野生動物

のよりよい共存」。共存って何でしょうか。とても難しい問題です。これからの

大きな課題です。日本という小さな国、社会生活の便利さを求めつづけ環境破壊

は進み、行き場をなくした野生動物。一見自然が豊かそうな森林でも動物の立場

からは荒れ果てて、住みづらいはずです。人間だけが、地球の住人ではない事に

みんなに少しでも気づいてほしいのです。傷つく野生動物を救い、少しでも減ら

したい。私たちの出来る事を積み重ねて、周りにも伝えていく。野生動物が野生

らしく生活できる環境を次世代にも残してあげたい。そんな想いでこれからも進

んでいきます。でも、独走では転ぶか穴に落ちるかです。共に肩を並べ、時には

手を差し伸べて、一緒に進んでくれるスタッフと会員さんたちと共に歩みたい。 

（みんな～ついて来るのだヨ）最後に、いつもご支援、ご協力を頂いている神奈

川県自然環境保全センター職員の皆様、ご指導、ご協力を頂いている先生方、小

さな命を救おうと努力をいとまない一般の方々、沢山の方々に支えられて活動で

きています。本当にありがとうございます。そして、どうぞ今後とも野生動物救

護の会をよろしくお願いします。 

 



 

 

 

 

公益社団法人神奈川県獣医師会 

会 長 鳥海  弘 
 
 

NPO 法人野生動物救護の会が設立 10 周年を迎えられたこと誠におめでとうご

ざいます。今日までの道のりは、渡辺理事をはじめ役員の方々の大変なご苦労と

多くの会員の皆様の固い結束による賜物と推察しております。その活動は、神奈

川県自然環境保全センターを拠点に、野生動物の救護、救護ボランティアの育成、

講習会、小学校児童を対象とした普及啓発など多岐にわたっており、今や神奈川

県のみならず全国の野生動物保護活動団体としてもその存在を確立されたもの

と心から敬意を表するものです。私ども神奈川県獣医師会は、平成 25 年 4 月に

公益社団法人に移行しましたが、公益目的事業を「人と動物が共生できる環境を

築くことで地域社会の健全な発展を目的とする事業」としました。獣医師会は、

職能団体としてその技能をもって社会貢献する使命がありますが、具体的な事業

の 1つに野生傷病鳥獣保護活動も含まれております。県民によって会員の動物診

療施設に持ち込まれた野生動物の治療を行うことを主な目的としていますが、治

療した動物から得られる様々な情報は県に報告され、野生動物生態系を知る基礎

情報だけでなく、動物由来感染症対策にも活用が可能です。我が国の野生鳥獣保

護管理の分野は様々な課題が指摘されていますが、技能を持つ人材の不足、乏し

い予算、市町村への権限移譲による行政対応の足並みの不揃いなど対策が十分と

れないため、イノシシ、シカ、サル、クマ等による農作物や人への危害だけが大

きく報じられていることは残念なことです。 野生動物救護ボランティア講習会

には、獣医師会もささやかながらお手伝いをさせていただいていますが、今後と

も協力関係を深めて野生動物救護の輪を広げてゆきたいと願っております。貴会

のますますのご発展を祈念してお祝いのご挨拶とさせていただきます。 
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神奈川県自然環境保全センター 

自然保護公園部長 山根 正伸 
 

 

まず、当センターにおける傷病野生鳥獣救護の業務に一方ならない御協力を頂

いております「野生動物救護の会」が設立 10 周年を迎えられ、記念誌を刊行さ

れますことに対しまして、心からお慶び申し上げます。また、同会が、平成 19

年に NPO 法人化される以前より長年にわたって当センターを拠点として、渡辺理

事長をはじめとした幹部の方々及び会員各位の強い熱意と御努力により、治療や

飼育、さらには普及啓発に取り組んでこられたことに、深い敬意と感謝の念を示

す次第です。当センターにおける傷病野生鳥獣救護業務を振り返りますと、現在

の「自然環境保全センター」の前身であった「自然保護センター」が設立されて

間もなく中核事業の一つとして開始されたもので息の長い取組となっておりま

す。当初は獣医が配置されておらず、治療や飼育に大変御苦労されたと聞いてお

りますが、その後は獣医職の県職員が配置され徐々に体制も整い、熱心なボラン

ティアさんにも支えられながら一つ一つ課題を解決し、今では年間 600 件前後の

傷病野生鳥獣を受け入れるまでとなりました。私は、所管の部長として着任する

以前にも、同じ敷地内にあった「林業試験場（後の森林研究所、現在の研究連携

課）」に長年勤務しておりました。この関係で、30 年近い年月、この業務をごく

身近で見聞きしており、1年 365 日休みのないこの業務が前進してきた原動力と

してボランティアさんの活躍が非常に大きかったと実感しております。また、「野

生動物救護の会」が NPO 法人化されたこの 10 年間は、以前にもまして緊密な県

との連携のもとで、ボランティア講習会等を通じた人材育成や普及啓発活動を積

極的に展開されてきたことは、事業の発展に大きく寄与してきたと考えています。

今後も、この業務をさらに充実させ、当センターの基本任務である本県の自然環

境の保全に今以上に役立つよう微力ながら一緒に取り組んでいけたらと考えて

おりますので、引き続きよろしくお願いします。最後になりますが、貴会の一層

のご発展と皆様方のご活躍を祈念致しまして、お祝いの言葉といたします。 
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誤認保護の防止を呼び掛けるチラシ配布活動 

今年度は野生動物救護の会の設立 10 周年の記念行事の 1 つとして、野生動物救護において

大きな課題である『誤認保護』防止の必要性を 1人でも多くの市民の皆様に知ってもらうため

のチラシの配布を行いました。5月 27日(土)、厚木市本厚木駅前にて野生動物救護の会の旗を

立て、そのそばにケガをした野鳥の写真パネルや、募金箱を置き、参加者は救護の会のジャン

バーを着てチラシを渡しながら誤認保護の防止を訴えました。 

 野鳥の誤認保護を防止するためにはまず身近な野鳥たちの存在を知ってもらう必要があり

ます。この活動により野生動物救護に関心をもち、巣立ちヒナの誤認保護について考えてくれ

る方が増えると信じてこれからも続けていけたらと思っております。 

2017年度 野生動物救護の会 総会の報告 

10周年記念‼ 野生動物救護の会オリジナル手拭い 

5月 20日（土）、厚木市役所第 2庁舎 16階会議室にて、第 10回定期総会および 10周

年記念講演会が開催されました。総会では平成 28年度の活動報告・決算報告、平成 29年

度の活動予定・予算案が承認されました。 

総会後は副理事長でもあるプロカメラマン佐藤信敏氏による 10周年特別記念講演会「写

真から読み解くツバメの現状（福島ツバメの調査報告）」が行われました。ツバメの訪れを

見て春が来たな…と思う人も少なくないでしょう。そんな身近な存在のツバメが見られな

くなることを想像できるでしょうか？福島県のある街では一時それが現実となりました。

民家の倒壊や除染作業による巣の排除、そして人々の生活が消えたことが大きな原因とし

て考えられています…。その後、復興が進み人々の生活が戻り始めるとともに飛来するツ

バメも少しずつ増えてきたそうです。この話を聞いて人の暮らしとツバメがとても密接に

つながっていることを知りました。ツバメに限らず野生動物と人とはどこかで何らかの関

係を持っていることは確かです。野生動物救護の会のこの節目にふさわしい講演会でした。 

第 10 回定期総会および 10 周年記念講演会

の開催に伴い受付では設立 10周年記念手ぬぐ

いを出席者の方にお渡ししました！理事でも

ある平沼さんがデザインした保護されやすい

鳥たちが親しみを持ちやすいようとてもかわ

いらしく描かれた特別手ぬぐいです♪ 
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2 月 5 日 野生動物救護野生動物救護野生動物救護野生動物救護のののの会会会会    かながわかながわかながわかながわ設立設立設立設立 
6 月 3 日 野生動物救護ボランティア講習会 
11 月 3・4 日 ジャパン・バード・フェスティバル出展 
 （オオバン賞受賞)（～2014 年まで毎年参

加） 
 11 日 ボランティア交流会 
12 月 2 日 大掃除・豚汁大会（～毎年開催） 
 7 日 環境教育｢森に住む生き物たち｣ 
 
1 月 13 日 探鳥会（小町緑地） 
5 月１２・13 日 野生動物救護ボランティア講習会 
 19・20 日 東京バードフェスティバル出展 
  （～2012 年まで毎年参加） 
7 月 1 日 M プロジェクト設立 

10 月 2 日 NPONPONPONPO 法人野生動物救護法人野生動物救護法人野生動物救護法人野生動物救護のののの会会会会設立設立設立設立    

    

1 月 スキルアップ勉強会（全 6 回開催） 
 19 日 探鳥会（小野橋から） 
2 月 10 日 探鳥会（横浜自然観察の森） 
4 月  RUNNER Vol.1 発行（以降定期的に発行） 
5 月１７・18 日 野生動物救護ボランティア講習会 
6 月 1 日 第 1 回定期総会 
  特別講演会｢猛禽のリハビリ｣ 
  田籠善次郞氏 
6 月 30 日 環境教育｢森に住む生き物たち｣ 
7 月 6 日 リハビリ用ケージ｢鳥カフェ｣建設 
 13 日 ボランティア新旧交流会 
  特別講演会｢野生動物・保全医学の最前線

 で｣根上康子氏 
9 月 3～7 日 野生動物医学会神戸大会ポスター発表 
 20 日 特別講演会「神奈川のリスとムササビ、モ

 モンガ」東京農業大学 安藤元一先生 
 25 日 環境教育「野生動物と仲良くなろう」 
10 月 19 日 動物フェスティバルかながわ 2008in さ

 がみはら出展 
11 月 2 日 あつぎ環境フェア出展（以降開催年毎回

 参加） 
 3 日 秦野市民祭り出展（以降毎年参加） 
 9 日 海岸清掃及び探鳥会（三浦半島毘沙門海

 岸） 
 28 日 探鳥会（宮ケ瀬早戸川林道） 
12 月  「ゴミに悩まされる傷病鳥獣」パネル 展

 示 ズーラシア 

1 月 14 日 神奈川県傷病鳥獣保護連絡協議会参 加 
  25 日 スキルアップ勉強会（全 6 回開催） 
 2 月4 日～ 「海ゴミ．GO ME」展 ズーラシア 
 2 月 27 日 「学生のための野生動物救護国際ワー
 クショップ」理事長渡辺優子講演「私た
 ちに何ができるか」 

 3 月 16 日 環境教育「環境講座」 
 3 月 24 日～「海ゴミ．GO ME」展 野毛山動物園 
4 月 18 日 羽根標本作成（以降定期的に開催） 

 21 日 環境教育「ボランティア論」（野生動物救
 護の現状と救護ボランティア） 

 28 日 衝突調査（秦野市立図書館）（以降毎月
 実施） 

 5 月 14 日 環境教育「七沢に住む生き物たち」 

オオバン賞受賞 

スキルアップ勉強会 

東京バードフェスティバル 

ボランティア講習会 
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 5 月 16．17 日野生動物救護ボランティア講習会 
6 月 27 日 第 2 回定期総会 

   特別講演会「レンズがとらえたツバメ
  の秘密」佐藤信敏 

 7 月 14 日 環境教育「秦野エコスクール<動物と
  仲良くなろう>」 

   19 日 WRV 神奈川支部リハビリテーター及び
   新人ボランティア交流会 

 9 月 20 日 「海ゴミ．GO ME」展 1DAY イベント開催 
 10 月 4 日 ボランティア研修会 講演「樹洞にく
   らす生き物たち」生命の星・地球博物
   館広谷先生 

    「ハクトウワシに会えた」―アメリカ野
   生動物救護現場から」高橋恵  

   12 日 動物フェスティバル神奈川 in ふじさわ  
 12 月 13 日 講演「神奈川県の野生動物救護の現
   状」佐藤友哉 「野生動物救護の現
   場」高橋恵 「野生動物との付き合い
   方」安井啓子 

2 月 2 日 企画展示「人のくらしのかげで傷つく動物 
～5 月 22 日 たち」 
2 月 20 日 講演「野生動物とのつきあい方」安井啓子 
5 月 15・16 日野生動物救護ボランティア講習会 
6 月 13 日 探鳥会（秦野市札掛け周辺） 
 15 日 環境教育（秦野市立上小学校） 
 20 日 秦野市「市民活動サポート事業」支援金公開

 プレゼンテーション秦野市立図書館衝突調査
 について 

 27 日 第 3 回定期総会 
7 月 25 日 WRV 神奈川支部リハビリテーター及び 新人
   ボランティア交流会 

9 月 23 日 ボランティア講習会修了式 
25・26 日 タカの渡り観察会（長野県白樺峠） 

10 月 3 日 動物フェスティバル神奈川 in ちがさき・さむ 
  かわ参加 
12 月 19 日 特別講演会「人、動物、そして自然～北の動 
  物医の叫び」森田正治先生 
  25 日 探鳥会（平塚市土屋周辺） 

2 月 19 日 スキルアップ勉強会（全 4 回開催） 
5 月 12 日 環境教育「森林の環境と生き物」 
5 月 21・22 日野生動物救護ボランティア講習会 
6 月 1 日 (財)日本鳥類保護連盟より「野生生物
  保護功労賞」受賞 
 4 日 探鳥会（宮ケ瀬湖周辺） 
 26 日 第 4 回定期総会 
  特別講演会「歌と野鳥にまつわる楽し
  い話」永井真人氏（♪鳥くん） 

 7 月 9 日 WRV 神奈川支部リハビリテーター及び
   ボランティア交流会 
 9 日 探鳥会（自然環境保全センター周辺） 
7 月 28 日 夏休み体験教室「野生動物を学ぶ」 
8 月 27 日 夏休み体験教室「野生動物を学ぶ」 
9 月 25 日 ボランティア講習会修了式 
10 月 9 日 「保全センターの樹洞性鳥類の調査と
  講習会」安藤元一先生 
 16 日 動物フェスティバル神奈川 in 鎌倉 
10 月 11 日 放課後教室（厚木市立相川小学校） 
 3 日 はたの市民祭り（以降毎年参加） 
11 月 5 日 「第 8 回野生動物保護セミナーin 関
  東」理事長渡辺優子講演 

 

鳥カフェ完成 

タカの渡り観察会（長野県白樺峠） 

夏休み子ども体験教室「野生動物を学ぶ」 
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1 月 14 日 「保全センターの樹洞性鳥類の調査と 
  講習会」藤井幹氏 
1 月 20 日 放課後教室（厚木市立相川小学校） 
2 月 14 日 「島根県野生鳥獣救護講習会」理事長 渡辺
  優子講演 
3 月 24 日 春休み体験教室「わくわく野鳥探検隊」 
4 月 24 日 東京農業大学講演「ボランティア論」 
5 月 18 日 放課後教室（厚木市立相川小学校） 
6 月 2・3 日 野生動物救護ボランティア講習会 
 22 日 放課後教室（厚木市立相川小学校） 
 23 日 第 5 回定期総会 
  特別講演会「カラスから学ぶ」松田道生氏 
8 月 25 日 夏休み子ども体験教室「野生動物を学ぶ」 
9 月 26 日 足環プロジェクト勉強会（加藤ななえ氏指導） 
 29 日 ボランティア講習会修了式 
10 月 19 日 野鳥観察舎見学と足環プロジェクト勉強会 
  （佐藤達夫氏指導） 
 21 日 子ども・若者と自然のフォーラム展示参加 
11 月 4 日 ABiKo～Asia Birds Convention～ 
  理事長 渡辺優子講演 
12 月 8 日 講演会「鳥に標識をする」藤井幹氏 
  フクロウ調査報告会（安井・平・黒谷） 
 15 日 探鳥会「カモの仲間を求めて」（泉の森、相 
  模沈殿池） 

2 月 23 日 探鳥会「冬の野鳥」（早戸川林道） 
3 月 23 日 春休み子ども体験教室「わくわく野鳥探
 検隊」 
5 月 10 日 放課後教室（厚木市立相川小学校） 
 26 日 探鳥会（八菅山いこいの森） 
6 月 2・16 日 野生動物救護ボランティア講習会 
 30 日 第 6 回定期総会 特別講演会「個体の
  死と個体群の維持～これから私にでき
  ることは」鈴木茂也氏 
7 月 28 日 スキルアップ勉強会（全 4 回） 
8 月 3 日 夏休み子ども体験教室「野生動物を学
  ぶ」 
9 月 21 日 ボランティア講習会修了式 
  特別講演会「野生動物救護と理念」 
  齋藤慶輔氏 
10 月 14 日 動物フェスティバル神奈川 in 厚木 
  「ハーモナイズ賞」受賞 
12 月 7 日 探鳥会「カモの仲間を求めて」（酒匂川
  周辺） 
 14 日 探鳥会「身近な野鳥」（自然環境保全セ
  ンター周辺） 

 
1 月 19 日 探鳥会「冬の野鳥」（早戸川林道） 
2 月 22 日 探鳥会「カモの仲間を求めて」（三段の滝、 
  相模川沈殿池） 
3 月 29 日 春休み子ども体験教室「わくわく野鳥探検 
  隊」 
4 月 15 日 東京農業大学「ボランティア論」講義 
 20 日 探鳥会「石砂山ハイキング」（石砂山） 
5 月 3 日～ パネル展示「傷ついた野生動物たち」 
  （MARK is みなとみらい） 
 6 日 体験型イベント「傷つく野鳥たち」（MARK is  
  みなとみらい） 
 17 日 第 7 回定期総会、懇親会 
 23 日 放課後教室（厚木市立相川小学校） 

7 月 1 日～ パネル展示「傷ついた野生動物たち」 

  （自然環境保全センター） 

秦野市民祭り 

放課後教室 

探鳥会「冬の野鳥」（早戸川林道） 
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8 月 1 日～ パネル展示「傷ついた野生動物たち」 

  （秦野市立図書館） 

8 月 2 日 夏休み子ども体験教室「野生動物を学ぶ」 

9 月 19 日 環境教育「野生動物救護に関する環境教 

  育」 

10 月 5 日 動物フェスティバル神奈川 2014in 西湘 

 16 日 環境教育（厚木市立清水小学校） 

11 月 29 日 体験型イベント「野鳥のための巣箱を作ろ 

  う」（MARK is みなとみらい） 

 

1 月 24 日 探鳥会「冬の野鳥」（早戸川林道） 
2 月 15 日 講演会「たかが羽、されど羽」 
5 月 30 日 第 8 回定期総会、懇親会 
6 月 20・21 日 野生動物救護ボランティア講習会 
8 月１日 夏休み子ども体験教室「野生動物を学
  ぶ」 
9 月～ 保護猛禽類の生息実態調査（委託業
  務） 
 保護猛禽のリハビリ等（委託業務） 
10 月 10・11 日 ワールドフェスタ・よこはま 2015 
 保護猛禽類の役割や生息実態情報展
 示（委託業務） 
11 月 3 日 動物フェスティバル神奈川 in はだの 
12 月～3 月 猛禽類保護記録の地理データベース
 化と分析（委託業務） 
  

1 月～3 月 猛禽類保護データ解析 普及啓発資料作  
  製（委託業務） 
1 月 28 日 環境教育（厚木市立清水小学校） 
 31 日 猛禽類保全学習会（委託業務） 
2 月 7 日 探鳥会「カモと冬鳥」（三段の滝） 
 13 日 探鳥会「冬の野鳥」（早戸川林道） 
3 月 1 日～ 足環プロジェクトに関する企画展示 
4 月 9 日 ハイキング兼探鳥会（石砂山） 
5 月 15 日 (財)日本鳥類保護連盟より感謝状受賞 
 29 日 第 9 回定期総会、懇親会  
6 月 4・5 日 野生動物救護ボランティア講習会 
7 月 30 日 夏休み子ども体験教室「野生動物を学ぶ」 
9 月～2 月 保護猛禽類の生息実態調査・保護場所の現地
  調査（20件）（委託業務） 
10 月 23 日 動物フェスティバル神奈川 in あやせ 
12 月 19 日 環境教育（厚木市立相川小学校） 

 

2 月 25 日 探鳥会（三段の滝、相模川沈殿池） 
 3 月 25 日 春休み子ども体験教室「わくわく野鳥探
  検隊」 
 3 月～5 月 足環プロジェクトに関する企画展示 
5 月 20 日 第 10 回定期総会、懇親会 
 10周年記念講演「写真から読み解くツ
 バメの現状（福島ツバメの調査報告）」 
 副理事長 佐藤信敏 
5 月 27 日 誤認保護防止を呼び掛けるチラシ配 布 
6 月 3・4 日 野生動物救護ボランティア講習会 
7 月 29 日 夏休み子ども体験教室「野生動物を学
 ぶ」 
9 月 24 日 ボランティア講習会修了式 
 

春休み子ども体験教室 
「わくわく野鳥探検隊」 

ワールドフェスタ・よこはま 2015 

動物フェスティバル神奈川 in あやせ 

第 10 回定期総会 
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カワラヒワの月見 
大坪奈古  

◆◆◆大坪さんと“きみちゃん”のお話◆◆◆ 

 

右翼の開放骨折で、センターに保護

されたカワラヒワ雄（？）の成鳥。家に

来て10年になる。毎朝、鳥籠にかけた

布をはずす時、「ああ、今日も生きてる。

良かった。」と安堵する。ここ暫くの間に

急に衰えてきた為か、長い付き合いの

せいか、この思いは強い。 

 当時、小学生の娘の要望でセンター

のお世話になり、短期で雀は 2 度預か

ったことはあるが、長期は初めて。加藤

千晴先生に相談して預かることにはな

ったが、籠に近づけばバタバタと暴れ

口を開け威嚇する。瀕死の大変な目

にあったのだ。片翼は下がり飛ぶ事は

できず野生に戻れない。我家に来た時、

この状態が一生なのかと覚悟した。長

くは生きられないかもしれない。とにかく

安心してほしかった。月見と名付け「き

みちゃん」と呼ぶ。静かに声をかけ 

段々に落ち着いてくる。声や気持ちに

反応しているのが伝わる。頭がいい。

小さいのにきりっとした賢さがある。止ま

り木に止まっている時に指を入れると、

またぐようになる。家に来てひと月後の

クリスマスの頃、手にのるようになり、立

膝をした二つの膝をリズミカルに行き来

する。手から頭まで登る。屋外に籠を

おくと囀り地元のカワラヒワがやってきた。

私の通う子供絵画教室では時折モデ

ルを務めた。臆する子の手には乗らな

かった。電車や車にも乗った。外出や

刺激のある出来事にはよくわからない

が、喜ばしい反応（？）をみせる。長野

や東北、伊豆。旅行にも行った。 

これでは、まるで自分本位のペットで

はないかと諫められるかもしれないが、

私には、他に方法を見つける事はでき

なかった。話しかけると「キュキュ･･･」と、

気が付けば鳴くようになっていた。娘に

言われた。擬声語のように、私たちの

言葉を真似てきみちゃんは語ってくれ

ているのではないかと。 

空も飛べないこの生活ではと思う一

方、勝手だが、長く生きてほしいと願

う。 

いつからか、朝起きると夜中に止まり
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きみちゃん 

木から、落下するようになった。餌箱の

縁につかまって眠るようになった。あの

時に、脚の負担を考えて、止まり木を

平たく削るなどの工夫をすればよかっ

た。餌も、エゴマや麻の実を控えれば

よかったと悔やまれる。鳥は弱みを見

せないと聞くが、部屋を歩き回り手にも

乗り、遊び、生き生きとみえた。 

しかし、一年前の台風の日、帰宅す

ると、止まり木から落ち、怯えて暴れる

姿があった。風の強い日で屋外では植

木鉢が割れていた。脚の先は固く、ま

るくなり開かず、立つ事ができない。明

るくないと怖いのか、夜暗くする事はで

きない。眠る事もできない。もうダメかと

思った。死を恐れる野生の本能。 

センターに顔をださなくなって久しく、

恐る恐る加藤千晴先生に電話をして

みた。先生の勧めによりすぐにグローバ

ル動物病院の廣瀬先生を頼った。「怪

我というより、神経の問題でしょう。」

「片目は白内障になるほどの年齢もあ

るのだろう。」と言われる。丸くなった脚

先をテーピングしてくださった先生の手

は神の手のようで、忘れられない。止

まり木につかまる事はできないが、歩け

るようになった。何より、精神的に安定

した様子で、帰路は安心したのか、よく

眠った。 

落下事件から一年近い今、腹這いに

近い状態になり、脚でしっかり立つ事は

できない。かろうじて、自力で水を飲み

餌も食べている。脚のリハビリもしている

が、片脚は伸び、今日も廣瀬先生に片

方は脚の根元から固定されてきた。よ

くここまで、長い時を生きてくれたと思う。

つらい時の私を支えてくれて、家族の

ようになっていたのが今になってよくわ

かる。 

このご縁を頂いた救護の会の存在に

感謝。きみちゃんを知ってから、生きて

いるものはみんな、きみちゃんの姿に

重なる。小さくても同じ命。 

年を経て白髪のように背や胸の羽は

レモンイエローに変わり、まさに月を見

るようだ。ちなみに、「月見」を助けて下

さった高校生「星美さん」。今は動物関

係の仕事をしているらしい。 
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“救護の会“救護の会“救護の会“救護の会    ブログ“ブログ“ブログ“ブログ“    始まって始まって始まって始まっていいいいまままます！す！す！す！                                                                                                                                    

◆野生動物救護の会野生動物救護の会野生動物救護の会野生動物救護の会の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介の活動の様子を楽しくご紹介！ 

 日常のボランティア活動や、猛禽類の訓練風景（M project ）、各種イベントのお知らせや 

報告などなど、随時更新しています。救護の会 HP トップページの           

｢救護の会ブログ始めました！｣のバナーをクリックしてご覧下さい♪        

 アドレスはコチラ→ http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/index.html  

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 

    衝突調査衝突調査衝突調査衝突調査                                                                                                                                                                                            

◆秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査秦野市立図書館衝突調査    

  ▽日時 毎月最終金曜日 →今後の調査日は 9 月 30 日、10 月 27 日、11 月 24 日         

▽場所 秦野市立図書館 

☆野生動物救護の会「バードストライク研究会」では窓ガラスへの野鳥の衝突調査を一緒に 

行ってくれる方を随時募集しています。興味のある方は事務局までご連絡を！ 

    イベントイベントイベントイベント                                                                                                                                                                                                        

◆あつぎあつぎあつぎあつぎ環境フェア環境フェア環境フェア環境フェア    

  ▽日時 10 月 29 日（日）   

▽場所：厚木中央公園 

☆環境活動に取り組む市民団体、事業者、行政等が出展し活動を紹介するイベントです。 

◆第 38 回 秦野市秦野市秦野市秦野市市民市民市民市民の日の日の日の日    

  ▽日時 11 月 3 日（金・祝） 

▽場所：秦野市文化会館周辺 

☆「お宝いっぱい 夢いっぱい」、「がんばろう日本！負けるな東北！負けるな九州！」をテーマ 

    に市民手作りのお祭りが開催されます。 

◆動物フェスティバル動物フェスティバル動物フェスティバル動物フェスティバル神奈川神奈川神奈川神奈川 2017201720172017    in in in in さがみはらさがみはらさがみはらさがみはら    

  ▽日時 11 月 5 日（日）    

▽場所：相模原市民会館 

  ☆動物愛護精神の高揚と適正飼育について関心と理解を深めることを目的としたイベントです。 

 

☆☆☆☆★★★★会員へのお誘い会員へのお誘い会員へのお誘い会員へのお誘い★☆★☆★☆★☆ 
当会は、ボランティアスタッフの協力と設立趣旨にご賛同いただきました 

皆様方の寄付によって運営されております。 

私たちの活動を支えてくださる賛助会員も同時に募集しています。 

★一般会員：どなたでもご参加いただけます（年会費 2,000円） 

★学生会員：学生の方（年会費 1,000円） 

★賛助会員：当会の活動にご賛同いただき寄付をしていただいた方 

                     年会費：法人一口 5,000円 個人一口 3,000円 一口以上 

 ゆうちょ銀行振替口座 ： 00270-0-47040 

名義 ： 特定非営利活動法人 野生動物救護の会 

【振込先】 

発行月：2017年 9 月  発行：特定非営利活動法人 野生動物救護の会  電話：0463-75-1830 

〒259-1306 神奈川県秦野市戸川 1086 番地の 4   ホームページ：http://kanagawa-choju.sakura.ne.jp/ 

編集者 表紙：大坪奈子(小林夏子）／10 年目を迎えて：渡辺優子(森紀美子)／野生動物救護の会設立 10 周

年お祝いのご挨拶：鳥海弘(森紀美子)／「野生動物救護の会」設立 10 周年に寄せて：山根正伸(森紀

美子)／10 周年記念活動：小林夏子／野生動物救護の会 10 年間の記録：神崎さつき／活動の現場：

平沼亜矢子／大坪さんと“きみちゃん”のお話「カワラヒワの月見」：大坪奈子(渡辺みずほ)／  ～on 

your side～動物たちのこれからのために：伊熊智子（平沼亜矢子）／インフォメーション：神崎さつき     

＊詳細は当会ホームページをご覧ください＊ 

救護の会はそれぞれのイベントに出展し、普及啓発活動やグッズの販売を行います。  

ボランティアスタッフも募集中！事務局までメール又は電話でご連絡ください。 

    修了式修了式修了式修了式                                                                                                                                                                                                                                                                

◆野生動物救護ボランティア講習会野生動物救護ボランティア講習会野生動物救護ボランティア講習会野生動物救護ボランティア講習会    修了式修了式修了式修了式 

▽日時：9 月 24 日（日）       ▽場所：自然環境保全センター 

☆自然環境保全センターで今年度のボランティア研修を終えた皆さんの修了式です。 
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